
一
の
森
経
塚
発
掘
調
査
報
告

一　
発
掘
調
査
に
至
る
経
縫

①
　
発
掘
調
査
に
至
る
経
縫

本
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、　
一
九
八
五
年
四
月
二

一
日
武
田
の
杜
遊
歩
道
を
散

策
中
の
有
賀
亮
右
氏

（甲
府
市
国
母
四
丁
目
）
が
、　
一
の
森
山
頂
に
お
い
て
陶

器
片
を
採
集
さ
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
。

陶
磁
器
に
関
心
の
あ
っ
た
有
賀
氏
は
、
さ
ら
に
小
林
真
氏

（
甲
府
市
九
の
内

一
丁
目
）
に
鑑
定
を
依
頼
し
、
経
筒
外
容
器
と
の
確
認
を
得
ら
れ
た
。
ま
た
、

六
月
下
旬
に
有
賀

・
小
林
両
氏
は

一
の
森
山
頂
の
踏
査
を
行
い
経
塚
の
存
在
を

推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
経
塚
発
見
に
つ
い
て
は
、
甲
府
市
市
史
編
さ
ん
室
へ
も
報
告
さ
れ
大
い

に
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。　
一
の
森
経
塚
の
学
術
調
査
の
必
要
性
が
話
題

と
な
り
、
市
史
編
さ
ん
委
員
会

（委
員
長
磯
貝
正
義
）
の
考
古

・
古
代

。
中
世

専
門
部
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

九
月

一
一
日

「
一
の
森
経
塚
遺
跡
」
発
掘
調
査
の
承
諾
を
関
係
団
体
、
機
関

へ
依
頼
す
る

（
上
積
翠
寺
町
自
治
会
、
下
積
翠
寺
町
自
治
会
、
相
川
地
区
自
治

会
連
合
会
、
白
山
神
社
、
甲
府
営
林
署
）
。

一
一
月
五
日
甲
府
林
務
事
務
所
よ
り
、
保
安
林
内
作
業
許
可
書
が
送
付
さ
れ

田

代

孝

∠
つ
。

一
一
月

一
一
日
文
化
庁

へ
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
届
を
提
出
す
る
。

一
二
月
九
日
文
化
庁
よ
り
甲
府
市
市
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員
長

へ
発
掘
属
の

受
理
通
知
書
が
送
付
さ
れ
る
。

準
備
段
階
か
ら
発
掘
調
査
に
至
る
ま
で
、
次
の
機
関
、
団
体
、
個
人
の
方
々

に
多
大
な
御
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

甲
府
営
林
署
、
甲
府
林
務
事
務
所
、
上
積
翠
寺
町
自
治
会
、
下
積
黎
寺
町
白

治
会
、
相
川
地
区
自
治
会
連
合
会
、
白
山
神
社
、
有
賀
亮
右
、
小
林
真
、
武
井

静
次
郎
、
清
水
正
、
林
周
治
、
林
寛
吉
、
山
本
政
雄

（敬
称
略
）

②
　
調
　
査
　
組
　
織

調

査

主

体
　
甲
府
市
市
史
編
さ
ん
委
員
会

調
査
担
当
者
　
磯
貝
正
義

（
市
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員
長
）
田
代
孝

（
市
史

編
さ
ん
専
門
委
員
）
萩
原
三
男

（
市
え
編
さ
ん
専
門
委
員
）

調
査
赤
加
者
　
池
谷
秀
樹
、
非
上
有
史
、
井
上
義
彦
、
内
田
裕

一
、
小
池
宏

史
、
高
木
伸

一
、
中
山
誠
二
、
原
節
郎
、
日
向
千
恵
、
保
坂

裕
史
、
宮
沢
公
雄
、
八
巻
与
志
夫

な
お
事
務
局
の
高
木
伸
也
、
数
野
雅
彦
の
両
氏
に
は
、
発
掘
調
査
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
に
大
変
な
努
力
を
い
た
だ
い
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

二
　
遺
跡
の
位
置
と
地
理
的
、
歴
史
的
環
境
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ω
　
】還
跡
の
位
置

甲
府
市
上
積
翠
寺
町

一
八
五
五
番
地

②
　
地
理
的
、
歴
史
的
環
境

一
の
森
経
塚
遺
跡
は
、
武
田
氏
館
跡
か
ら
北
東

へ
お
よ
そ

一
・
五
協
に
位
置

す
る
通
称

「
一
の
森
」
山
頂
に
あ
る
。
ま
た
、　
一
の
森
の
北
に
の
び
る
尾
根
上

に
は
二
の
森
、
三
の
森
が
続
い
て
い
る
。

山
頂
は
標
高
五
七
七
何
、
頂
部
と
そ
の
南
面
に
は
わ
ず
か
な
平
坦
部
が
み
ら

れ
る
。
黒
雲
母
花
簡
岩
の
露
頭
が
見
ら
れ
る
山
頂
か
ら
は
、
甲
府
市
街
地
か
ら

甲
府
盆
地
南
部
ま
で
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
山
す
そ
の
県
道
沿
い
に
白
山
神

社
が
あ
り
、
さ
ら
に
県
道
に
並
行
す
る
よ
う
に
相
川
が
南
流
し
て
い
る
。

本
遺
跡
の
あ
る
積
筆
寺
の
地
名
は
、
地
内
の
臨
済
宗
寺
院
、
積
翠
寺
に
よ
る

と
さ
れ
る
。
戦
国
期
に
は
石
水
寺
郷
の
名
が
見
え
る
が
、
そ
れ
以
前
の
歴
史
は

甥
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
下
積
翠
寺
地
区
の
西
側
に
接
す
る
塚
原
地
区
に
は

虎
石
塚

（
い
ば
い
し
づ
か
）
な
ど
の
古
墳
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

相
川
の
中
流
域
か
ら
上
流
域
に
か
け
て
は
古
墳
時
代
に
遡
る
人
々
の
生
活
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

周
辺
の
遺
跡
と
し
て
は
、
永
正

一
六
年

（
一
五

一
九
）
武
田
信
虎
が
築
い
た

瑯
問
ケ
崎
館

（
武
田
氏
館
）
や
永
正

一
七
年
に
積
黎
寺
九
山
に
築
い
た
要
害
城

さ
ら
に
は
塚
原
の
峰
火
台
な
ど
の
中
世
城
館
跡
が
あ
る
。

〓
一　
発
　
掘
　
調
　
査

ω
　
発
堀
調
査
の
経
過

一
九
八
五
年

一
二
月
二
一
日
か
ら
調
査
を
開
始
し
、
翌
年
の

一
月
七
日
に
終

了
し
た
。

一
二
月
二

一
日
　
一
の
森
山
頂
に
発
掘
器
材
を
運
び
上
げ
る
。
陶
片
が
採
集

さ
れ
た
山
頂
部
の
木
製
ベ
ン
チ
付
近
を
中
心
と
し
て
三
。
○

鹿
×
六

・
五
れ
の

グ
リ
ッ
ド

（
発
掘
区
）
を
設
定
す
る
。
表
上
の
除
去
を
始
め
る
。
土
層
は
一
層

が
黒
色
上
層

（腐
葉
上
）
で
厚
さ
二
翻
前
後
、
二
層
は
黄
褐
色
土
層
で
花
開
岩

の
露
頭
の
間
に
堆
積
し
た
状
況
で
あ
り
、
平
均
し
て
七
勤
ほ
ど
で
あ
る
。
二
層

下
部
は
花
嵩
岩
の
岩
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

木
製
ベ
ン
チ
の
脚
付
近
の
埋
め
土
か
ら
陶
片
を
検
出
し
、
さ
ら
に
石
祠
へ
の

奉
賽
銭
と
思
わ
れ
る
古
銭
を
表
上
よ
り
採
集
し
た
。

一
二
月
二
二
日
　
木
製
ベ
ン
チ
を
移
動
さ
せ
、
ベ
ン
チ
設
置
の
際
の
二
か
所

1図  一の森経塚位置図
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の
掘
り
方
を
確
認
し
、
埋
め
上
を
掘
り
出
す
。
東
側
の
掘
り
方
の
壁
際
に
お
い

て
半
割
さ
れ
た
陶
製
容
器
と
石
組
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
第

一
経
塚
と
し
た

が
、
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
東
へ
約

一
・
五
堕
の
位
置
で
陶
片
の
集
中
箇
所
が
確
認

さ
れ
た
。

一
二
月
二
四
日
　
陶
片
の
集
中
箇
所
の
精
査
を
行
う
。
こ
の
場
所
が
土
療
状

を
呈
し
、
底
部
に
敷
石
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
第
二
経
塚
と
し
た
。
あ
わ
せ

て
グ
リ
ッ
ド
全
体
を
掘
り
下
げ
遺
構
確
認
を
行
う
。

一
二
月
二
五
日
　
第
二
経
嫁
の
精
査
を
引
き
つ
づ
き
行
う
。
陶
片
は
円
筒
形

お
よ
び
蓋
形
で
あ
り
、
複
数
の
個
体
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
鉄
製

釘
や
銅
板
の
小
破
片
も
検
出
さ
れ
た
。
経
塚
は
底
部
が
敷
石
で
壁
に
石
を
配
し

た
も
の
で
、　
一
・
○

“
×
○

・
八
η
ほ
ど
の
規
模
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
第

一
経
塚
の
北
、
約

一
・
○

“
の
位
置
で
第
三
経
塚
を
確
認
す
る
。

内
部
か
ら
銅
製
の
飾
り
金
具
と
思
わ
れ
る
も
の
や
鉄
製
釘
、
お
よ
び
青
磁
と
白

磁
の
小
破
片
が
検
出
さ
れ
た
。

一
二
月
二
六
日
　
第
二
、
第
二
経
塚
の
精
査
を
行
う
と
共
に
写
真
撮
影
や
実

測
を
進
め
る
。
さ
ら
に
遺
構
確
認
を
つ
づ
け
る
。

一
九
八
六
年

一
月
六
日
　
積
雪
の
除
去
を
行
う
。
第
二
経
塚
に
接
す
る
東
側

の
表
土
層
直
下
よ
り
陶
片
が
検
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
グ
リ
ッ
ド
東
端
近
く
に
あ

る
石
祠
付
近
の
遺
構
確
認
を
行
う
。
写
真

。
実
測
を
進
め
る
。

一
月
七
日
　
地
形
測
量
お
よ
び
遺
構
、
グ
リ
ッ
ド
の
埋
め
も
ど
し
を
進
め
山

頂
の
現
状
回
復
を
行
う
。発
掘
器
材
等
の
撤
収
を
行
い
発
掘
調
査
を
終
了
す
る
。

②

遺

構

と

遺

物

一
の
森
経
塚
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
山
頂
部
に
設
定
し
た
調
査
区
よ

り
三
基
の
経
塚
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
、
三
基
の
遺
構
と
そ
の
出

土
遺
物
及
び
調
査
区
内

一
括
遺
物
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ａ
　
第

一
経
塚
と
出
土
遣
物

第

一
経
塚

（
５
図

・
６
図
）

経
塚
は
木
製
ベ
ン
チ
を
移
動
さ
せ
、
脚
部
埋
設
の
た
め
の
掘
削
濤
を
掘
り
上

げ
た
段
階
で
確
認
さ
れ
た
。
長
さ

一
・
八
η
、
幅
○

・
五
初
の
二
本
の
掘
削
濤

の
う
ち
、
東
側
の
溝
の
壁
際
で
あ
る
。

壁
面
の
精
査
に
よ
っ
て
陶
製
容
器
の
半
割
さ
れ
た
状
態
を
検
出
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
円
筒
形
の
容
器
の
口
縁
部
に
は
蓋
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
た
。
容
器

の
断
面
の
割
れ
日
が
新
し
い
こ
と
か
ら
、
濤
の
埋
め
土
内
よ
り
出
土
し
た
陶
片

や
、
か
つ
て
採
集
さ
れ
た
陶
片
と
同

一
の
個
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

陶
製
容
器
の
周
囲
は
角
柱
状
の
花
簡
岩
が
配
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

一
部
に
は

花
脇
岩
の
岩
盤
を
壁
と
し
て
い
る
。
ベ
ン
チ
設
置
の
際
に
陶
製
容
器
を
収
め
た

2図 一の森経塚調 ttk区全体図
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石
組
の
埋
納
施
設
の
半
分
ほ
ど
が
破
壊
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
経
塚
に

特
有
の
小
丘
状
の
高
ま
り
な
ど
は
確
認
さ
れ
ず
、
表
土
層
直
下
で
石
組
の
一
部

が
現
れ
て
い
る
。
ま
た
底
部
に
は
敷
石
を
置
い
て
い
な
い
。
確
認
面
の
石
組
上

部
か
ら
陶
製
容
器
が
据
え
ら
れ
た
底
部
ま
で
は
約
四
〇

磁
、
石
組
の
内
径
は
約

二
〇

効
で
あ
る
。

出

土

遺

物

奪

図
）

出
土
遺
物
は
陶
製
容
器
と
そ
の
発
が
出
上
し
て
い
る
。
採
集
さ
れ
た
陶
片
や

埋
め
土
内
の
陶
片
を
合
せ
て
復
原
す
る
と
は
ば
完
形
と
な
っ
た
。

４
図
１
は
器
高
が
二
三

・
五
勁
で
あ
る
。
日
径
は
短
径

一
五

。
○

印
、
長
径

一
六

・
五
帥
と
わ
ず
か
に
不
整
円
形
で
あ
る
。
日
暦
部
は
外
面
が
内
反
す
る
。

器
面
は
内

・
外
面
と
も
に
横
ナ
デ
の
調
整
が
み
ら
れ
、
外
面
の
底
部
近
く
の

一
部
に
は
縦
方
向
に
ヘ
ラ
削
り
も
み
ら
れ
る
。
器
壁
の
厚
さ
は

一
・
○
ュ

一
・

二
帥
で
あ
る
。
胎
土
は
緻
密
で
、
焼
成
は
良
好
で
あ
り
、
色
調
は
灰
白
色
で
あ

3図 ―の森経塚全体図
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ス
υ
。蓋

は
陶
製
容
器
の
口
縁
部
に
残
っ
て
い
た
。

４
図
２
は
陶
製
容
器
の
蓋
で
あ
り
、
器
形
は
皿
状
で
あ
る
。
基
部
径
は

一
九

・
○

効
で
あ
る
。
蓋
上
部
は
円
形

（
径
七

・
〇

勁
）
で
平
ら
に
な
っ
て
い
る
。

製
作
時
の
切
り
離
し
の
乱
れ
を
ナ
デ
に
よ
っ
て
調
整
し
て
い
る
。
内

・
外
面
と

も
横
ナ
デ
の
調
整
が
み
ら
れ
る
。
器
壁
の
厚
さ
は
四

・
○

肋
で
、
上
部
で

一
・

一
初
と
な
っ
て
い
る
。
胎
土
は
緻
密
で
、
焼
成
は
良
好
で
あ
り
、
色
調
は
灰
白

色
で
あ
る
。

口

第

一
経
塚
か
ら
出
上
し
た
陶
製
容
器
は
、
そ
の
形
態
か
ら
経
筒
外
容
器
と
考

え
て
お
き
た
い
。
ま
た
生
産
窯
は
渥
美
窯
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ｂ
　
第
二
経
塚
と
出
土
遺
物

第
　
一
一　
経

塚

（
７
図
）

第

一
経
塚
か
ら
東
へ
一
・
五
鹿
の
位
置
で
確
認
さ
れ
た
経
塚
で
あ
る
。
長
径

一
。
○

胸
、
短
径
〇

・
八
陶
で
隅
丸
方
形
で
あ
る
。
深
さ
は
地
表
面
か
ら
五
〇

効
で
あ
る
。
壁
は
人
頭
大
の
石
を
据
え
て
い
る
が
、
西
側
か
ら
北
側
の
一
部
は

石
組
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
底
部
は
板
状
の
石
を
用
い
て
床
を
作

っ
て
い
る
。

5図 第一経塚平面図

♀                      5,cm

6図 第一経塚セクション図
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経
塚
の
上
部
構
造
は
す
で
に
失
わ
れ
て
お
り
、
表
土
層
直
下
よ
り
陶
片
な
ど

の
遺
物
が
出
上
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

出
　
土
　
重追
　
物

（
８
図

・
９
図

・
１０
図

。
１４
図
）

出
土
遺
物
は
、
陶
製
容
器
と
そ
の
蓋
、
山
茶
碗
、
土
師
質
土
器
、
鉄
製
釘
、

釦
製
板
状
の
小
破
片
が
あ
る
。
陶
製
容
器
を
は
じ
め
と
す
る
遺
物
は
多
数
の
破

片
の
状
態
で
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
時
期
に
破
壊
さ
れ
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。

陶
製
容
器
は
六
個
体
分
が
確
認
さ
れ
た
。
完
形
に
近
い
も
の
が
二
点
、
半
分

ほ
ど
で
あ
る
が
実
測
復
原
が
で
き
た
も
の
が
二
点
、胴
部
下
半
が
二
点
で
あ
る
。

８
図
１
は
器
高
二
六

。
○

初
、
口
径

一
四

・
○

伽
、
底
径

一
六

。
○

伽
で
あ

る
。
形
態
は
円
筒
形
で
あ
る
が
、
日
縁
部
で
強
く
内
反
し
、
口
后
部
が
わ
ず
か

に
た
ち
あ
が
っ
て
い
る
。
器
壁
の
厚
さ
は
胴
部
で

一
・
八
ぞ
二
・○

∽
で
あ
る
。

器
面
は
内

・
外
面
と
も
に
機
ナ
デ
に
よ
る
調
整
が
み
ら
れ
る
が
、
外
面
の
胴

部
下
半
の
一
部
に
は
縦
方
向
に
も
ナ
デ
が
み
ら
れ
る
。
内

。
外
面
の
色
調
は
茶

裾
色
で
あ
り
、
断
面
に
よ
れ
ば
二

・
〇

肋
程
度
ま
で
が
茶
裾
色
で
、
そ
の
間
は

黒
色
で
あ
る
。
胎
土
は
砂
質
で
や
や
小
粒
子
を
含
み
軟
質
で
あ
る
。

８
図
２
は
底
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
現
高
二
四
・○

印
、
口
径

一
四
≡
一
初
、

底
径
約

一
六
・○

勁
で
あ
る
。
円
筒
形
で
、
口
縁
部
が
内
反
す
る
器
形
で
あ
る
。

調
整
お
よ
び
色
調
、
胎
土
な
ど
は
１
と
同
じ
で
あ
る
。

８
図
３
は
半
分
ほ
ど
を
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
器
高
二
六

・
五
勁
、
日

径

一
五

・
〇
勤
、
底
径
約

一
七

・
〇

効
で
あ
る
。
器
形
、
調
整
、
色
調
、
胎
土

は
１
と
同
じ
で
あ
る
。

８
図
４
も
半
分
ほ
ど
を
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
高
二
四

。
○

磁
、
日

径

一
五

・
○

働
、
底
径
約

一
六

・
○

効
で
あ
る
。

８
図
５

●
６
と
も
に
胴
部
下
半
で
、
底
径
約

一
六

・
○

勁
で
あ
る
。

7図 第二経塚平面図
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陶
製
容
器
に
つ
い
て
は
多
量
の
陶
片
か
ら
六
個
体
分
を
識
別
し
て
復
原
す
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
接
合
で
き
な
か
っ
た
陶
片
も
多
い
。
陶
片
の
検
討
か
ら
発

掘
以
前
に
お
い
て
失
わ
れ
て
い
る
部
分
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
陶
製

容
器
は
製
作
技
法
の
う
え
で
同

一
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

蓋
は
七
個
体
分
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ば
完
形
の
も
の
が
二
点
、
半
分
の

も
の
が
三
点
、
三
分
の
一
が
二
点
で
あ
る
。

９
図
１
は
器
高
が
七

・
○

∽
で
、
基
部
径
は

一
六
・七
勁
で
あ
る
。
高
さ
二
。

○

勁
、
径
三
・
○

鉱
の
円
柱
状
の
つ
ま
み
が
あ
る
。
天
丼
部
は
や
や
平
坦
で
肩

部
か
ら
縁
部
に
か
け
て
湾
曲
す
る
。
胎
土
は
緻
密
で
、色
調
は
青
灰
色
で
あ
り
、

焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

９
図
２
は
器
高
が
六
・七
理
で
、
基
部
経
は

一
七
・五

勁
で
あ
る
。
つ
ま
み
と

そ
の
周
囲
に
か
け
て
、
白
色
を
呈
す
る
陶
土
状
の
も
の
が
塗
付
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
み
の
接
合
部
分
の
補
強
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
胎
土
、
色
調
、
焼
成
は
１

と
同
じ
で
あ
る
。

９
図
３
は
半
分
ほ
ど
で
あ
る
が
、
器
高
は
七

・
○

勁
で
基
部
経
は
約

一
六

・

六

勁
で
あ
る
。
つ
ま
み
部
分
の
処
理
や
、
脂
上
、
色
調
、
焼
成
な
ど
は
２
と
同

じ
で
あ
る
。

９
図
４
１
７
は
、
つ
ま
み
お
よ
び
天
丼
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
器
高
は
不
明

で
あ
る
が
、
基
部
径
は

一
七

・
○
を

一
七
・
五
勁
で
あ
る
。
胎
上
、
色
調
、
焼

成
に
つ
い
て
は
１

・
２
と
同
じ
で
あ
る
。

蓋
に
つ
い
て
は
七
個
体
分
が
確
認
さ
れ
た
が
、
つ
ま
み
が
無
い
の
が
五
個
体

分
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
陶
製
容
器
の
遺
存
状
況
と
も
関
連
し
て
、
経
塚
が
破

壊
さ
れ
た
段
階
に
失
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

陶
製
容
器
と
蓋
は
、
本
来
セ
ッ
ト
と
し
て
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
陶
製

容
器
に
つ
い
て
は
渥
美
窯
を
推
定
し
て
お
き
た
い
。
し
か
し
蓋
に
つ
い
て
は
他

の
窯
業
地
の
可
能
性
も
考
え
て
お
き
た
い
。

山
茶
碗
は

一
点
で
あ
る
。

９
図
８
は
器
高
が
五

・
四
勁
で
、
口
径
が

一
六
・四
勁
、
高
台
径
は
七
・五
勁

で
あ
る
。
底
部
は
糸
切
底
で
あ
り
、
付
け
高
台
と
な
っ
て
い
る
。
器
形
は
ゆ
る

や
か
に
内
湾
し
、
口
居
部
近
く
で
や
や
外
反
す
る
。
器
面
は
外
面
が
粗
い
が
、

内
面
は
使
用
痕
が
み
ら
れ
よ
く
磨
耗
し
て
い
る
。
ま
た
器
面
は
横
ナ
デ
に
よ
っ

て
調
整
さ
れ
て
い
る
。
色
調
は
灰
白
色
で
、
胎
土
は
緻
密
で
あ
り
、
院
成
は
良

―CEl

10図 第二経塚出土遺物 (9
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好
で
あ
る
。
な
お
内
面
の
一
部
に
赤
色
部
分
が
み
ら
れ
る
。
時
期
は
一
二
世
紀

後
半
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
山
茶
碗
が
経
塚
副
納
品
か
、
蓋
と
し
て
の
転
用
か
は

不
明
で
あ
る
。

Ａ
一

土
師
質
土
器
の
小
破
片
が
数
点
出
土
し
て
い
る
。

・４
図
１
は
小
皿
で
、
底
部
は
や
や
厚
く
な
っ
て
い
る
。

〓

一世
紀
代
の
時
期

が
考
え
ら
れ
る
。

鉄
製
釘
が
三
本
出
上
し
て
い
る
。

１０
図
１

・
２
は
断
面
が
方
形
で
あ
り
、
１
は
頭
部
を
折
り
曲
げ
て
い
る
。
２

は
上

。
下
が
欠
損
す
る
。

銅
製
板
の
小
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。

１０
図
３
は
破
片
中
央
部
に
稜
線
状
の
か
く
ら
み
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
金
属
製
品
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
り
、
検
討
課
題
で
あ
る
。

ｃ
　
第
三
経
塚
と
出
土
遺
物

第
　
一二
　
経
　
塚

（
■
図
）

第

一
経
塚
の
北

へ
約

一
。
○

れ
の
位
置
に
存
在
し
た
経
塚
で
あ
る
。
花
闘
岩

の
三
〇

伽
前
後
の
石
の
集
中
が
認
め
ら
れ
た
場
所
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
石
を
撤

去
し
た
段
階
で
確
認
さ
れ
た
。
直
径
六
〇

印
で
円
形
を
呈
す
る
。

経
塚
は
岩
盤
の
す
き
間
を
利
用
し
た
も
の

で
あ
り
、
　
一
部
は
岩
盤
を
壁
と
し
て
い
る

ω
　
　
　
が
、
南
側
の
一
角
に
角
柱
状
の
石
が
据
え
ら

物
　
　
　
れ
て
い
た
。
地
表
面
か
ら
深
さ
四
〇

働
の
底

麟　　　爛紫憮熊嚇囃峨鰐岬〆常脚醐め珈庫肺

影
　
　
　
況
であ
った
こと
から
、上部構造
を含
め

雑　　　て動壊摸れ麒い舛
（こ晩醐
・椎脚酷れる。

姻
　
　
　
　
出
土
遺
物
は
白
磁
と
青
磁
が
各

一
片
ず
つ

岩
盤
の
壁
際
で
検
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

■図 第三経塚平面図

o         51m
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銅
製
飾
り
金
具
や
鉄
製
釘
も
出
土
し
て
い
る
。

白
磁
と
青
磁
は
各

一
片
ず
つ
出
上
し
て
い
る
。

・２
図
は
白
磁
の
口
縁
部
の
小
破
片
で
あ
る
。
器
形
は
碗
と

考
え
ら
れ
る
。　
〓

一世
紀
か
ら

一
三
世
紀
の
所
産
で
あ
る
。

青
磁
片
は
実
測
不
能
で
あ
る
が
、
青
磁
蓮
弁
支
碗
で
あ
り
、

一
三
世
紀
か
ら

一
四
世
紀
の
所
産
で
あ
る
。

釦
製
飾
り
金
具
が
表
土
層
直
下
の
石
の
間
よ
り
出
上
し
て

い
る
。

・３
図
１
は
長
さ
五

・
三
例
、
幅
二
・
八
勁
、
厚
さ
○

・
一

棚
で
あ
る
。
全
面
に
小
孔
が
み
ら
れ
る
。

鉄
製
釘
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。

・３
図
２
１
１２
は
完
形
の
釘
と
欠
損
し
た
釘
で
あ
る
。
完
形

5om

学
3

:         :

14図 調査区一括出上遺物 ω

◇
幹

＠
∞

③
◇

∞
怨

〇
幹

⑬
鱒

③
Ｏ

③
鱒

の
‐８∽

餞
嬢

〇
姶

鱒
鰺

∞
姥

¨

∞

∽
咆◇

〇
幹

¨
∞

蔭
∞ ≒単 >'1'

15図 調査区一括出土遺物 ②
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の
釘
は
長
さ
五

・
五
勁
、　
一
辺
三

・
○

肋
ほ
ど
の
角
釘
で
、
頭
部
は
折
り
曲
げ

て
あ
る
。　
一
部
の
釘
に
は
木
質
が
付
着
し
て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
。
４
の
み
は

二
本
分
の
釘
で
あ
る
。

釘
に
つ
い
て
も
埋
納
品
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
は
木
製
品
の
存
在
が
考
え
ら

れ
る
の
か
、
検
討
す
べ
き
内
容
で
あ
る
。

ｄ
　
一　
括

遺

物

（
１４
図

・
１５
図
）

調
査
区
の
表
土
中
よ
り
出
上
し
た
土
師
器
と
古
銭
が
あ
る
。

・４
図
２

・
３
は
土
師
器
の
杯
と
皿
の
小
破
片
で
あ
る
。
杯
は

一
〇
世
紀
第
四

半
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

・５
図
１
１
１９
は
石
祠
周
辺
の
表
上
下
及
び
石
祠
石
組
下
都
よ
り
出
上
し
た
も

の
で
あ
り
、
す
べ
て
が
寛
永
通
宝
で
あ
る
。
奉
賽
銭
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
１９
の
み
が
鉄
銭
で
他
は
銅
銭
で
あ
る
。

四
　
発
掘
調
査
の
成
果
と
考
察

一
の
森
経
塚
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
三
基
の
経
塚
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら

一
の
森
経
塚
は
経
塚
群
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

経
塚
は

一
般
的
に
は
土
や
石
を
盛
り
あ
げ
て
い
る
が
、
小
規
模
で
あ
る
こ
と

や
長
い
間
に
平
坦
化
が
進
み
、　
現
在
で
は
経
塚
と
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
偶
然
の
発
見
が
多
く
、
こ
れ
を
契
機
に
経
塚
の
考
古
学
的

調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
あ
る
。

一
の
森
経
塚
も
ま
さ
に
こ
の
例
に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
山
梨
に

お
い
て
も
柏
尾
白
山
平
経
塚

（勝
沼
町
）
、
雲
峰
寺
経
塚

（塩
山
市
）
、
善
応

寺
経
塚

（
白
根
町
）
、
秋
山
経
塚

（
甲
西
町
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
も
偶
然
の
発
見
と
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
一
の
森
経
塚
は
山
梨
で
は
初
め

て
の
考
古
学
調
査
で
あ
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

以
下
に
発
掘
調
査
の
成
果
を
か
ま
え
て
、
遺
構
や
遺
物
に
つ
い
て
検
討
を
試

み
た
い
。ω

経

塚

の

構

造

第

一
経
塚
は
ベ
ン
チ
設
置
の
折
、
そ
の
半
分
ほ
ど
を
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
幸
い
石
組
の
一
部
を
残
し
て
い
た
。
花
商
岩
の
露
頭
の
際
を

掘
り
込
み
、
周
囲
に
石
を
配
し
た
構
造
で
あ
る
。
陶
製
容
器

一
個
体
分
し
か
埋

納
で
き
な
い
規
模
で
あ
る
。
底
部
は
石
を
置
か
ず
に
、
直
接
陶
製
容
器
を
据
え

て
い
た
。

な
お
、
盛
土
、
積
石
お
よ
び
蓋
石
の
状
況
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ
た
。
復

原
さ
れ
た
陶
製
容
器
が
有
蓋
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
工
事
前
ま
で
下
部
構
造

に
つ
い
て
は
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
陶
製
容

器
の
復
原
で
は
、
内
部
に
経
筒
な
い
し
経
巻
な
ど
の
痕
跡
を
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

第
二
経
塚
は
や
は
り
蓋
石
や
盛
上
、
積
石
な
ど
の
上
部
構
造
は
不
明
で
あ
っ

た
が
、
石
室
と
呼
が
に
あ
さ
わ
し
い
構
造
を
有
し
た
経
塚
で
あ
る
。　
一
・
○

“

×
○

・
八
″
の
規
模
で
あ
り
、
陶
製
容
器
や
蓋
が
六
個
体
分
お
よ
び
七
個
体
分

出
上
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
数
の
埋
納
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
第
二
経
塚
の
位
置
は
、
花
嵩
岩
の
露
頭
も
な
く
上
層
と
し
て
は
黄
裾
色
の
砂

質
層
で
あ
る
。
や
や
花
簡
岩
の
小
諜
が
混
在
す
る
程
度
で
あ
り
、　
一
定
の
規
模

の
経
塚
を
造
営
す
る
に
は
適
地
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第
二
経
塚
も
上
部
構
造
は
不
明
で
あ
っ
た
。
岩
盤
の
や
や
深
く
な
っ
た
く
ば

み
を
利
用
し
て
構
築
さ
れ
て
お
り
、　
角
柱
状
の
石
組
が

一
部
に
残
さ
れ
て
い

た
。
さ
ら
に
底
部
に
板
状
の
石
が

一
枚
置
か
れ
て
い
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
基
の
経
塚
は
単
に
土
疲
を
穿
っ
た
だ
け
の
構
築
で
は

な
く
、
石
室
構
築
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。　
な
お
小
石
室
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（第
二
経
塚
）
と
し
て
の
様
相
を
も
つ
も
の
と
、
石
組

（第

一
・
第
二
経
塚
）

と
呼
が
べ
き
様
相
を
も
つ
も
の
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

経
舗
嘘
障
蛹
卸
ω
助
蕩
韓
膨
脚
蜘
脚
〕
鰤
翔
洵
郷
郁
球
め
第
醍
″
燐
『
“
群
］

阿
弱
で
、
深
さ
が
四
〇

勁
程
度
の
も
の
が
六
か
所
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
蓋

石
は

一
枚
石
で
、
四
基
の
石
室
か
ら
は
遺
物
が
発
見
さ
れ
、
二
基
の
石
室
は
空

で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

一
の
森
経
嫁
や
相
尾
白
山
平
経
塚
の
よ
う
に
、
石
室
や
石
組
の
あ
る
経
塚
は

平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②

経

塚

の

遺

物

経
塚
石
室
内
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
陶
製
容
器
と
蓋
を
主
体
と
し
、
そ
の

他
金
属
製
の
遺
物
が
あ
る
。

第

一
経
塚
の
完
形
に
な
っ
た
陶
製
容
器
に
つ
い
て
は
、　
経
筒
外
容
器

（外

筒
）
で
あ
り
、
円
筒
形
の
器
形
は

「
傘
蓋
」
を
含
め
て
、
経
筒
を
入
れ
る
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
経
筒
を
保
護
す
る
た
め
の
間
接
容
器
と
し
て
製
作
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
経
典
の
埋
納
に
あ
た
っ
て
、
日
常
生
活
品
の
陶
製
の
重
や

甕
を
転
用
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
経
塚
造
営
に
際
し
て
経
筒
外
容
器
と
し

て
専
用
の
も
の
を
手
に
入
れ
て
埋
納
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
生
産
地
は
渥
美
窯
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
愛
知
県
の
渥
美
半

島
に
お
い
て

一
二
世
紀
初
頭
に
開
窯
し
た
渥
美
窯
は
、　
一
般
的
な
日
常
生
活
品

以
外
に
特
殊
鶏
笠
さ
れ
る
経
筒
外
容
器
な
ど
も
生
産
し
、
各
地
へ
流
通
さ
せ
て

い
る
の
で
あ
る
。

第
二
経
塚
の
陶
製
容
器
も
経
筒
外
容
器
で
あ
る
。
円
筒
形
で
器
壁
が
厚
く
、

上
端
部
近
く
で
内
反
し
て
口
唇
部
が
た
ち
あ
が
る
器
形
は
、
他
の
外
容
器
に
は

あ
ま
り
例
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
茶
裾
色
で
や
や
軟
質
的
な
焼
成
で
あ
る
外
容

器
は
、
あ
え
て
類
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
渥
美
窯
の
短
頸
壷
の
口
辺
部
な
ど
の

技
法
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

蓋
は
そ
の
中
心
に
つ
ま
み
の
あ
る

「
撮
蓋
」
で
あ
る
。
須
恵
質
的
な
色
調
は

外
容
器
と
異
な
り
、
外
見
上
は

一
対
に
な
る
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
そ

拗盤醸到嗽寺（今麟ル嚇婦のヵミ均嬢菊物窮的斜陸碑蜘卿崎嚇鶴詢峨脱】暉

経
筒
外
容
器
は
三
明
寺
の
も
の
に
近
似
す
る
と
い
う
。

第
二
経
塚
か
ら
は
経
筒
外
容
器
の
出
上
は
な
か
っ
た
が
、
輸
入
陶
磁
器
で
あ

る
白
磁
と
青
磁
が
検
出
さ
れ
た
。
青
磁
は

一
三
世
紀
か
ら

一
四
世
紀
の
連
弁
支

碗
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
三
経
塚
の
造
営
時
期
を
鎌
倉
期
に
お
く
こ
と
が
で
き

る
。
青
磁
は
日
常
生
活
品
と
い
う
よ
り
も
、
高
級
品
と
し
て
扱
わ
れ
座
敷
飾
り

と
か
社
寺
の
装
巌
具
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
白
磁
も
合
子
が
経
塚
埋
納
品

に
よ
く
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
白
磁
碗
も
仏
具
的
要
素
を
も
つ
も
の
と
し

て
考
え
て
お
き
た
い
。
白
磁
碗
、
青
磁
碗
は
埋
納
に
際
し
て
の
供
養
に
用
い
ら

れ
た
も
の
か
、
造
営
者
の
貴
重
品
で
あ
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

山
茶
碗
は
第
二
経
塚
よ
り
出
上
し
て
い
る
が
、
器
形
や
そ
の
口
径
か
ら
経
筒

外
容
器
へ
の
転
用
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
山
茶
碗
は
日
常
生
活
品
で
あ

傷
甫
奮
蜘

一 梨
斗
』
鱗
諄
報
傾
刺
割
ル
綿
嘲
脚
麟
到
］
韓
輔
剃
跡
ら

一
点
出
上
し

第
二
経
嫁
の
山
茶
碗
は
二
例
目
で
あ
る
が
、
渥
美
窯
の
製
品
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
時
期
は

一
二
世
紀
後
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

金
属
製
品
は
釘
が
第
二
、
第
二
経
塚
よ
り
出
上
し
て
い
る
が
、
第
三
経
塚
の

釘
に
は
木
質
部
の
付
着
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
経
筒
容
器
で
箱
形
製
品
の
う

ち
木
製
の
も
の
の
存
在
を
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
類
例
は
皆
無

で
あ
り
、
こ
の
釘
の
性
格
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
第
二
経
塚
の
釘
は
第
三
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経
塚
の
も
の
よ
り
や
や
太
め
で
あ
る
。
副
納
品
の
一
つ
で
あ
る
の
か
、
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

ま
た
銅
製
飾
り
金
具
に
つ
い
て
は
、
釦
製
経
筒
の
傘
蓋
の
周
辺
か
ら
、
ガ
ラ

ス
玉
や
金
属
片
を
綴
っ
た
娯
塔
を
垂
下
し
た
も
の
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
と

の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

第
二
経
塚
か
ら
出
上
し
て
い
る
銅
製
板
状
の
小
破
片
は
不
明
で
あ
る
。
以
上

の
金
属
製
品
の
う
ち
、
銅
製
品
に
つ
い
て
は
、
本
来
経
筒
外
容
器
に
入
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
釦
製
経
筒
の
存
在
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
書
写
さ
れ
た
経
典
を
経
筒
外
容
器
に
直
接
納
め
た
場
合
も
考
え
て
お
く
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
遺
構
と
遺
物
の
検
討
を
試
み
て
き
た
が
、　
一
の
森
経
塚
の
経
塚
群
の

造
営
時
期
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
末
期
ま
で
と
考
え
ら

れ
る
。
第
二
経
塚
が
石
室
構
造
や
山
茶
碗
、
経
筒
外
容
器
の
蓋
な
ど
の
あ
り
方

か
ら
、　
〓

一世
紀
後
半
で
鎌
倉
時
代
初
期
に
位
置
づ
け
て
お
き
た
い
。
第

一
経

塚
に
つ
い
て
は
、
第
二
経
塚
よ
り
や
や
さ
か
の
ば
る
も
の
と
し
て
お
さ
え
、
第

三
経
塚
は
中
国
陶
磁
の
存
在
か
ら
鎌
倉
時
代
末
期
で

一
四
世
紀
初
頭
ご
ろ
と
整

理
し
て
お
き
た
い
。

五
　
ま
　
　
と
　
　
め

一
の
森
経
塚
の
発
掘
調
査
は
、
三
基
の
経
塚
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

発
掘
に
よ
っ
て
、
山
梨
に
お
い
て
は
従
来
明
確
で
な
か
っ
た
経
塚
の
構
造
を
あ

る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

経
塚
は
造
営
以
後
、
あ
る
時
期
に
破
壊
さ
れ
て
、
経
典
を
納
め
た
経
筒
や
副

納
品
が
持
ち
出
さ
れ
た
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
経

塚
の
封
土
や
蓋
石
な
ど
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

一
般

的
に
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
釦
製
経
筒

（円
筒
状
の
容
器
）
も
全
く
検
出
さ
れ

ず
、
そ
の
器
形
や
銘
文
か
ら
経
塚
造
営
の
時
期
や
造
営
者
な
ど
を
知
る
手
が
か

り
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
陶
製
外
容
器
の
複
数
の
出
土
や
そ
の
他
の
若
千
の
出
土
品
は
、　
一

の
森
経
塚
を
検
討
す
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
遺
構
や
遺
物
に
つ
い
て

は
前
述
し
た
が
、
さ
ら
に
、
二
・
三
の
点
を
述
べ
、
今
後
の
課
題
な
ど
に
も
か

れ
ま
と
め
と
し
た
い
。

①
　
経
塚
の
位
置
に
つ
い
て

一
の
森
経
塚
の
位
置
は
、
特
定
の
意
味
を
も
つ
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
南
北
に
の
び
る
尾
根
上
に
三
つ
の
独
立
し
た
小
山
が
並
び
、
そ
の
中

で
も
先
端
に
位
置
す
る
小
山
が

「
一
の
森
」
で
あ
る
。
花
闘
岩
を
基
盤
と
す
る

山
頂

一
帯
は
低
木
の
松
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
所
々
に
地
肌
を
見
せ
て
い
る
。

ら
叫
膨
錠
つ 営
胸
］
舛
妙
れ
濤
瑚
省
脚
軸
聖

一 の
イこ 関
韓
院 ヵミ
斡
爛
催
呻
猟
い
境
が

，
際

は
そ
の
近
傍
、
二
に
人
々
が
聖
な
る
所
、
霊
地
と
考
え
て
い
た
所
、
三
に
墳
墓

の
近
辺
、
四
に
周
辺
よ
り
よ
り

一
段
と
高
い
見
は
ら
し
の
よ
い
丘
陵
地
、
五
に

ど
う
し
て
選
ば
れ
た
か
特
に
指
摘
し
得
な
い
所
で
あ
る
。
こ
の
分
類
に
従
え
ば
、

一
の
森
経
塚
は
南
側
の
山
裾
に
白
山
神
社
が
あ
り
、
ま
た
み
は
ら
し
の
よ
い
所

で
も
あ
っ
て
、
選
地
の
条
件
の
一
と
四
な
ど
を
満
た
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
熟
離
帥
鱗
潮
潮
中
出
鞠
斬
い
理
爺
轍
糠
掛
鳴
脚
報
輝
戦
斡
獣
鰈
脚
軽
疎
効
浅
ヽ

社
寺
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
、
し
か
も
み
は
ら
し
の
よ
い
所
を
選
ん
だ
例
能
化

て
、
康
和
五
年

（
一
一
〇
三
）
銘
経
筒
が
出
上
し
た
柏
尾
白
山
平
経
塚
が
あ
る
。

北
東
か
ら
南
西
に
横
た
わ
る
尾
根
の
先
端
で
、
白
山
平

（
標
高
約
五
〇
〇

婢
）
と
呼
ぶ
頂
上
の
南
面
す
る
緩
傾
斜
地
に
位
置
す
る
。
山
裾
で
日
川
と
深
沢
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川
が
合
流
し
て
い
る
が
、
西
側
に
あ
た
る
深
沢
川
の
対
岸
に
は
平
安
時
代
前
期

に
創
建
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
大
善
寺
が
あ
る
。
こ
の
相
尾
白
山
平
経
塚
は
平

安
期
の
経
塚
造
営
の
好
例
で
あ
り
、　
一
の
森
経
塚
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要

で
あ
る
。

一
の
森
経
塚
の
選
地
に
か
か
わ
っ
て
、
出
上
品
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
も
の
が

あ
り
触
れ
て
お
き
た
い
。
調
査
区

一
括
遺
物
と
し
た
中
に
土
師
器
の
小
破
片
が

出
上
し
て
い
る
。
実
測
可
能
な
も
の
か
ら
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
上
師
器
の
杯
や

皿
な
ど
か
ら
そ
の
時
期
が

一
〇
世
紀
第
四
半
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
一
の
森
経
塚
の
造
営
を

一
二
世
紀
後
半
か
ら

一
四
世
紀
初
頭
に
位
置
づ
け
て

考
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
土
師
器
と
経
塚
と
の
間
に
約
二

〇
〇
年
の
差
が

み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。　
土
師
器
に
つ
い
て
は
出
土
状
況
か

ら
、
そ
の
性
格
は
不
男
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
の
一
の
森
山
頂
を
平
安

中
期
頃
に
聖
地
あ
る
い
は
霊
地
と
考
え
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
上

師
器
は
供
献
用
と
し
て
置
か
れ
て
い
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

近
世
に
入
っ
て
も
山
頂
の
一
画
に
石
祠
が
置
か
れ
、
奉
賽
銭
も
存
在
し
て
い

た
こ
と
は
、
古
代
か
ら
の
神
仰
の
場
と
し
て
の
流
れ
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
よ
う
。

一
の
森
の
山
頂
に
築
か
れ
た
経
塚
の
方
位
は
、
南
北
に
並
ぶ
も
の
と
な
っ
て

い
る
が
、
尾
根
の
走
る
方
向
と

一
致
し
て
い
る
。
経
塚
造
営
に
あ
た
っ
て
は
、

東
か
ら
南
に
か
け
て
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
術
¨

一
の
森
経
塚
に
つ
い
て
も
、
そ
の
山
頂
か
ら
は
南
に
甲
府
盆
地
と
そ
れ
を
囲
む

山
な
み
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
南
に
対
し
て
の
方
位
性
を
意
識
し
て
い
た
可

能
性
を

一
の
森
経
塚
造
営
に
あ
た
っ
て
考
え
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

②
　
経
塚
の
造
営
者
に
つ
い
て

経
塚
は
書
写
し
た
経
典
を
上
中
に
埋
納
し
た
場
所
で
あ
る
。
普
通
は
経
典
を

鋼
製
円
筒
状
の
容
器
に
納
め
て
埋
納
し
て
あ
る
が
、
そ
の
経
筒
に
刻
ま
れ
た
銘

文
な
ど
か
ら
造
営
者
を
知
る
こ
と
も
多
い
の
で
あ
る
。

一
の
森
経
塚
で
は
造
営
者
に
つ
い
て
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
卜
が
、

そ
の
周
辺
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
の
森
経
塚
が
造
営
さ
れ
た
時
期
を
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
末
期
と
考
え
て
い

る
が
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
と
し
た
第
二
経
塚
を
と
お
し
て
検
討
し
て
み

た
い
。
ま
ず
第
二
経
塚
は
陶
製
外
容
器
の
出
上
が
蓋
の
数
か
ら
で
は
七
点
が
存

在
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
石
室
の
面
積
か
ら
は
、
外
容
器
は
十
点
強
が
埋

納
で
き
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

一
基
の
経
塚
に
複
数
の
外
容
器
の
存

在
は
確
実
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
般
的
に
は
書
写
さ
れ
た
経
典
は
法
華
経
で
あ
り
、
経
筒
内
に
八
巻
を
納
め

て
い
る
。
経
筒
の
器
形
を
推
定
す
る
な
ら
ば
、
外
容
器
の
蓋
は
上
面
が
盛
り
上

っ
て
い
る

（
盛
蓋
）
と
こ
ろ
か
ら
、
柏
尾
白
山
平
経
塚
の
う
ち
第
六
経
塚
出
土

の
経
塚
や
静
岡
県
沼
津
市
の
三
明
寺
経
塚
出
上
の
経
筒
に
み
ら
れ
る
盛
蓋
で
つ

ま
み
の
付
い
た
も
の

（
撮
蓋
）
が
考
え
ら
れ
る
。
総
高
約
三
〇

勁
の
外
容
器
で

は
、
経
筒
の
総
高
約
二
五
勁
、
口
径
約

一
〇

“
ほ
ど
ま
で
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

多
数
の
経
典
を
納
め
た
可
能
性
の
あ
る
経
塚
は
、
そ
の
造
営
に
あ
た
っ
て
は

大
き
な
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
経
典
書
写
か
ら
埋
納

ま
で
は
か
な
り
の
財
力
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、　
〓

一世
紀
後
半
頃
に
は
政

治
的
に
台
頭
し
て
き
た
有
力
武
士
層
な
ど
が
、
経
塚
造
営
の
施
主
と
し
て
新
た

に
登
場
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

徳
判
と
し
て
、
建
久
八
年

（
一
一
九
七
）
銘
経
筒
の
出
上
し
た
秋
山
経
塚
が

あ
る
。
銘
支
に
み
ら
れ
る

「
源
朝
臣
光
経
」
は
施
主
で
あ
り
、
甲
斐
源
氏
加
賀

美
遠
光
の
四
男
で
あ
る
。
な
お
源
頼
朝
の
幕
府
創
建
に
活
躍
し
た
小
笠
原
長
清



や
南
部
光
行
と
は
兄
弟
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、　
一
の
森
経
塚
造
営
に

つ
い
て
も
そ
の
背
景
に
有
力
武
士
層
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

試
み
に
一
の
森
経
塚
に
近
い
在
地
領
主
層
を
推
定
し
て
み
る
と
、
韮
崎
市
の

武
田
に
拠
っ
た
武
田
信
義
の
男
子
た
ち
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
甲
府
盆
地

北
郡
へ
進
出
し
て
、
嫡
男
忠
頼
は

一
条
郷

（
甲
府
市
の
中
心
部
）
に
拠
っ
て
、

一
条
小
山

（現
甲
府
城
跡
）
に
居
館
を
設
け

一
条
氏
を
称
し
て
い
る
。
兼
信
は

甲
府
市
東
部
の
板
垣
荘
に
挺
っ
て
板
垣
氏
を
称
し
、
有
義
は
甲
府
市
西
部
と
北

部
に
わ
た
る
塩
部
荘
、
小
松
荘
に
拠
っ
た
。
な
お
石
禾
御
厨

（
石
和
町
）
に
は

信
光
が
拠
っ
て
、
後
に
武
日
の
惣
領
職
を
継
い
で
い
る
。

こ
の
一
族
の
う
ち
、
中
宮
侍
長
左
兵
衛
尉
、
塩
部
右
衛
門
尉
と
も
い
わ
れ
た

武
固
有
義
の
存
在
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
根
捌
地
と
な
っ
た
塩
部
荘

・
小
松
荘
は

相
川
の
中

・
下
流
域
に
広
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
と
く
に
小
松
荘
は

一
の

森
経
塚
の
限
下
に
広
が
る
相
川
扇
状
地
が
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

一
の
森
経
塚
で
は
銘
文
の
あ
る
遺
物
な
ど
が
出
土
し
て
い
な
い
が
、
北
方
に

続
く
二
の
森
、
三
の
森
に
お
い
て
経
塚
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
考

古
学
調
査
に
よ
っ
て
、
経
塚
を
め
ぐ
る
課
題
を
深
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

③
　
経
塚
と
中
世
陶
器
に
つ
い
て

山
梨
に
お
け
る
中
世
陶
器
の
出
土
は
、
常
滑
、
瀬
戸
、
渥
美
察
の
製
品
が
主

体
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
陶
器
が
内
陸
部
の
甲
斐
国
に
搬
入
さ
れ
て
き
た
の
は
平

安
時
代
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

伝
世
品
で
あ
る
が
富
沢
町
の

「
藤
原
顕
長
、
惟
宗
遠
清
」
銘
の
短
顕
壷
は
渥

美
窯

（大
ア
ラ
コ
古
窯
）
で
あ
り
、
す
で
に
紹
介
し
た
秋
山
経
塚
で
は
常
滑
董

で
あ
る
。
ま
た
雲
峰
寺
経
塚

（塩
山
市
）
で
は
常
滑
の
三
筋
壷
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
な
お
柏
尾
自
山
平
経
塚
、
善
応
寺
経
塚
の
出
土
品
な
ど
検
討
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。　
一
の
森
経
塚
の
も
の
は
渥
美
窯
の
製
品
の
可
能
性
を
述
べ
た
が
、

さ
ら
に
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

山
梨
に
お
い
て
経
塚
そ
の
も
の
の
例
が
少
な
い
と
こ
ろ
で

一
般
化
し
て
い
う

こ
と
は
十
分
で
な
い
が
、
東
海
地
方
の
窯
業
地
と
の
関
係
が
か
な
り
深
い
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
一
世
紀
初
め
に
始
ま
る
経
塚
造
営
が
、
甲
斐
国
に
も

一
二
世
紀
初
頭
に
は

波
及
し
、
そ
れ
と
と
も
に
経
塚
用
の
容
器
と
し
て
陶
器
が
運
び
こ
ま
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。
山
梨
に
お
け
る
経
塚
造
営
は
中
世
陶
器
と
の
出
会
い
で
も
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

ま
た
中
世
陶
器
が
搬
入
さ
れ
た
当
初
は
、
日
常
生
活
品
と
し
て
よ
り
も
経
筒

外
容
器
や
蔵
骨
器
用
と
し
て
、
壷
や
変
が
供
給
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

必
要
と
し
、
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
た
階
層
は
在
地
領
主
層
な
ど
で
あ
る

一
二
世
紀
初
頭
に
は
開
窯
さ
れ
た
常
滑
窯
や
渥
美
窯
は
、　
三
二
世
紀
に
入
っ

て
瀬
戸
窯
も
加
え
て
飛
躍
的
な
段
階
を
む
か
え
る
ｃ
常
滑
の
製
品
を
例
に
し
て

み
る
と
、
北
は
青
森
県
か
ら
南
は
鹿
児
島
県
ま
で
の
太
平
洋
岸
全
域
に
流
通
し

て
い
る
。
な
お
渥
美
は
、
愛
媛
県
か
ら
岩
手
県
ま
で
と
常
滑
よ
り
流
通
範
囲
は

狭
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
中
世
窯
業
地
か
ら
各
地
へ
の
搬
入
は
、
古
代
か
ら
の
官
道
も
用
い

ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
関
東
平
野
に
お
け
る
常
滑
の
出
土
遺
跡
の

（
研
蹴
な
ど

か
ら
、
海
上
お
よ
び
河
川
老
利
用
し
た
舟
運
の
発
達
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
平

安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
甲
斐
国
に
多
量
に
運
ば
れ
て
き
た
中
世
陶

器
類
は
、
恐
ら
く
富
士
川
水
系
が
流
通
経
路
の
主
要
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。　
一
の
森
経
塚
の
出
土
陶
器
類
も
こ
の
経
路
で
入
っ
て

き
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
、　
一
の
森
経
塚
調
査
報
告
の
ま
と
め
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
方
々
に
ご
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教
示
を
い
た
だ
い
た
。
と
く
に
東
京
国
立
博
物
館
の
関
秀
夫
、
愛
知
県
陶
磁
資

料
館
の
井
上
喜
久
男
、
渥
美
考
古
学
研
究
会
の
小
野
口
勝

一
、
山
梨
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
の
坂
本
美
夫
の
各
氏
に
は
出
土
遺
物
等
に
つ
い
て
ご
指
導
を
賜

わ
っ
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

本
報
告
の
執
筆
は
、
調
査
担
当
者
で
市
史
編
さ
ん
委
員
会
の
磯
只
正
義
委
員

長
、
萩
原
三
男
専
門
委
員
の
助
言
を
得
て
、
田
代
孝
が
行
っ
た
。
実
測
図
、
写

真
な
ど
の
記
録
類
お
よ
び
出
上
遺
物
は
、
甲
府
市
市
史
編
さ
ん
室
に
保
管
し
て

あ
る
。
な
お
、
本
年
二
月

一
六
日
、
下
積
翠
寺
町
公
会
堂
に
お
い
て
、　
一
の
森
経
塚

遺
跡
の
地
元
説
明
会
を
開
催
し
た
。
主
催
は
相
川
地
区
自
治
会
連
合
会

（武
井

静
次
郎
会
長
）
と
甲
府
市
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
出
席
者
は
約
四
〇
名
で
あ
っ

た
。

い江
（１
）
上
野
晴
朗

「
山
梨
県
勝
沼
町
相
尾
白
山
発
見
康
和
五
年
銘
経
筒
そ
の

他
埋
納
品
調
査
報
告
」

『考
古
学
雑
誌
』
四
八
十
二
　

一
九
六
二
年

（
２
）
赤
羽

一
郎

・
小
野
田
勝

一
編

「
常
滑
渥
美
」

『
日
本
陶
磁
全
集
』
８

一
九
八

一
年

（
３
）
鈴
木
裕
篤

「
三
明
寺
経
塚
と
そ
の
周
辺
」

『
沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料

館
紀
要
」
５
　
一
九
八

一
年

（
４
）
柴
垣
勇
夫

「
建
久
８
年
書
写
法
華
経
伴
出
の
経
塚
出
土
資
料

『愛
知

県
陶
磁
資
料
館
研
究
紀
要
』
１
　

一
九
八
二
年

（
５
）
平
野
修

『
官
間
田
遺
跡
』
武
川
村
教
育
委
員
会
　
一
九
八
六
年

（
６
）
三
宅
敏
之

「
遺
跡
と
遺
構
」

『
新
版
仏
荻
考
古
学
講
座
』
第
６
巻

一
九
八
四
年

（
７
）

（
６
）
に
同
じ

（
８
）
磯
貝
正
義

「
山
梨

県
勝
沼
町
出
上
の
経
筒
に
つ
い
て
」

『
日
本
歴

史
』

一
七
四
　
一
九
六
二
年

（
９
）
重
松
敏
美

「
経
塚
の
方
位
と
、
そ
の
選
地
の
在
方
」

『
山
岳
修
険
』

創
刊
号
　
一
九
六
二
年

（１０
）
上
野
晴
朗

「
甲
斐
国
発
見
の
鎌
倉

・
室
町
時
代
陶
器
」

『
甲
斐
路
』

三
　
一
九
査

年

（
１１
）
清
雲
俊
元
他

「
富
沢
町
徳
間
発
見
の

「
顕
長

・
遠
清
」
銘
の
短
頌
竜

に
つ
い
て
」

『
甲
斐
路
』
５２
　

一
九
八
五
年

（
・２
）
赤
羽

一
郎

「
関
東
平
野
に
お
け
る
中
世
常
滑
窯
製
品
の
出
上
分
布
」

『
愛
知
県
陶
磁
資
料
館
研
究
紀
要
』
３
　
一
九
八
四
年

参
　
考
　
文
　
献

①
　
東
京
国
立
博
物
館

『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
日
録
経
塚
遺
物
篇
』
　

一

九
六
七
年

②
　
菊
島
（坂
本
）美
夫

「
秋
山
経
塚
出
土
品
」

『
甲
斐
考
古
』
　

一
〓
一十

一

一
九
七
六
年

⑥
　
一二
宅
敏
之

『
経
塚
論
孜
』
　

一
九
八
三
年

④
　
関
秀
夫

『
経
塚
遺
支
』
　

一
九
八
五
年

（
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
）
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＜

一
の
森
経
塚
遺
跡
遠
景
（中
央
）

”
調
査
区
全

の
森
山
頂
）

＜

一
の
森
山
頂
よ
り
眺
望
し
た
甲
府
盆
地



＜
第

一
経
塚
遺
物
出
土
状
況

＞
第
二
経
塚
遺
物
出
土
状
況

＜
第
二
経
塚
遺
物
出
土
状
況



＜
第

一
経
塚

レ
第
二
経
塚

＜
第
三
経
塚



第一経塚出土経筒外容器 第二経塚 出土経筒外容器

第二経塚 出土経筒外容器

―… 96=―

第二経塚出土経筒外容器



第二経塚 出土経筒外容器

第二経塚出土経筒外容器

第二経塚出土山葉碗

第二経塚出土経筒外容器

第二経塚出土経筒外容器 (蓋 )
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医

ほ

罐

∞

爾
綾
割
に

第三経塚出土遺物(左上 自磁、左中 青磁、左下 銅製飾り金具、他は鉄釘)

氏i

＜
第
二
経
塚
出
土
金
属
製
品

為 鶴

レ
遺
構
外
出
上
の
上
師
器


